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そ

巡回相談を充実するこ

の

とができた。また、理

他

学療法士の勤務日数を

　

振り分けることで、臨

】

床心理士の
配置体制を

【

週５日とし、新たに作

協

業療法士、言語聴覚士

働

を配置した。障がいが

：

あることで一般の子育

】

て支援センターなどに

目

行き
づらさを感じてい

的

る親への子育て支援と

・

して「子育て交流ひろ

目

ば」を開始し、支援体

標

制を充実することがで

事

きた。

Ａ：成果があが

業

った

の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

地域療育システム事業

類

健康・こども部　こど

ハ

も家庭課

01－030 ー104－030000 ド○ ●

02 基本目標２　

ソ

　子育て、長寿を楽し

フ

み、安心していきいき

ト

と暮らせるまち
総合計

根

画の
03 ③〈健康・安

拠

心・福祉力〉その人ら

法

しく安心できる生活を

令

支援する
位置付け

02

等

2 多様な地域課題に

対

的確かつ総合的に対応

象

する地域密着のサービ

・

スを充実する

未就学児受

□ □ □ □

心身の障がい

益

や発達に疑いのある子

者

供とその保護者が、早

事

期か 障がいの早期発見

業

、適切な早期療育のた

期

め、専門職が心身の障

間

ら適切な生活指導や機

委

能訓練を受けています

託

。 がいや発達に疑いの

、

ある子供の相談を受け

協

、医師や理学療法士
な

働

どと、早期に適切な生

【

活指導や機能訓練を実

委

施します。

相談窓口開

託

設日数 日

－

240 24

：

5 245

245

相談延

3

べ件数 件

来所等による

セ

利用実績

1,600 2

ク

,200 2,250

2

・

,151

①：予定どお

財

り

民間児童デイサービ

団

ス事業所の活力導入に

企

より縮小した平塚市通

業

園センターのマンパワ

Ｎ

ーを活用することで、

Ｐ

経過観察グループ
、市

Ｏ

内幼稚園・保育所への
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位

るよう働きか
○

□ け、

施

機関自身の相談支援機

策

能を強化する必要があ

へ

る。

必要性、有効性の

の

観点から、相談者が増

貢

加しても質の確保は必

献

要であり、通園センタ

高

ーとの連携をより強化

市

し、組織の一体的な
運

民

用を今後も図る必要が

満

ある。また、幼稚園・

足

保育所・民間機関など

度

の支援をしていくこと

を

で、直接支援の可能性

高

を広げていく
。

療育相

め

談室におけ療育相談室

る

におけ療育相談室にお

方

け

る生活指導、機能る

策

生活指導、機能る生活

業

指導、機能

訓練など 訓

有

練など 訓練など

0 0 0

効

0 0 0 0

0 0 0 250

性

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

継

0 0 0 0 0 0 0

0 0 1

続

2,236 13,66

に

6 13,545 0 0

0

よ

0 12,236 13,

る

916 13,545 0

成

0

0.00 0.00 9

果

0.34

0.00 0.

向

00 2.15 2.15

上

2.15 0.00 0.

の

00

0.00 0.00

可

0.00 0.00 0.

能

00 0.00 0.00

性

0 0 18,041 18

低

,041 18,041

そ

0 0

0 0 30,277

の

31,957 31,5

他

86 0 0

● ○ ○ ○ ○ ○

事

○

現状の規模で継続し

業

ていく。発達障がいを

の

疑われる子どもと保護

目

者への支援体制の検討

的

するとともに、巡回相

､

談の更なる充実を
目指

対

す。

専門支援スタッフ

象

の相談体制をより充実

､

させるための配置につ

内

いて評価、検討してい

容

く。軽度発達障がい、

分

就園児の支援につい
て

高

、支援のあり方を検討

受

していく。民間の児童

益

デイサービス事業所と

者

の連携について評価し

負

、対応を検討していく

担

。障がい児を
持つ母へ

､

のメンタルサポート事

補

業について評価し、更

助

なる充実を目指す。
子

額

育ての中でも特に困り

妥

感や不安が大きいと推

当

測される
療育相談の対

性

象の親子への支援は、

中

二次障がいの予防や
児

業

童虐待の防止などの観

務

点からも有効である。

の

具体的な
積み重ねとそ

執

の評価などにより、更

行

に支援を充実する。

体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 相談者が増加してい

出

ることから必要性は高

総

い。また、相
●□ 談者

合

が幼稚園・保育所に在

評

籍しているケースも増

価

加して

□ いることから

市

、巡回相談や軽度発達

民

障害、就園後の相談 ○

ニ

□ ニーズが高まってき

ー

ている。

■ 課題のある

ズ

子どもの対応（育児）

高

のしやすさにもつなが

事

●■ り、子育て支援、

業

虐待予防、親の精神障

目

害予防の観点か

■ らも

的

相談の有効性は高い。

の

また、早期発見、相談

達

により ○
□ 、子ども自

成

身への発達支援、二次

状

障がい予防となる。

□

況

相談件数や巡回相談の

必

ニーズが増加している

要

ため、初回
○

□ 相談や

性

巡回スタッフの充足が

市

必要。また、専門支援

の

スタ
●

■ ッフの職種が

関

増えたことで、対応幅

与

は広がったが、それ
○

の

□ に伴う相談増加に対

必

し対応可能な時間が不

要

足している。

■ 民間活

性

力の導入で相談やマン

低

パワーの効率化が図れ

事

るが
○

□ 、そのために

そ

は民間機関への巡回支

の

援や専門スタッフの
●

他

■ いる療育相談室を必

上

要時主体的に活用でき




